
様式3

平成 ○○ 年 △△ 月 □□ 日

住所

報告者 （電話番号 ）

氏名 ㊞

（電話番号 ）

（郵便番号 ）

）

㎥） ㎎/ℓ）

　　　2　報告書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本工業規格Ａ４とすること。

特になし。備　　考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人にあってはその代表者の氏名

　下水道法第12条の9の規定により、事故の状況及び事故に対して講じた措置について、次のと
おり届出します。

備考　1　できる限り、写真、図面、表等を利用し、詳細に記載すること。

　平成○○年○△月○△日午後 3 時半頃、応急措置として下水ポ
ンプ場にてオイルキャッチャーにより油分の捕集を行い、2時間後
にバキューム車（10㎥、2台）により全量回収を実施した。

事故の発生場所

周辺の状況と
汚染拡大予測等

事故の発見方法

事　故　届　出　書　(事業者用)

岸和田市公共下水道管理者 様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称及び住所並びに法

○○工場　工場長　岸和田太郎

○○○-○○○-○○○○

岸和田市○○町○-○

岸和田○○○㈱

△△△-□□□□

本事故対応の
問い合わせ先

事故発生の原因

下水道に流入した
有害物質等及び量

油分（鉱油）　　300 [ℓ]

岸和田○○○㈱　○○工場　工場長　岸和田太郎
　TEL：○○○-△△△-□□□□

　下水ポンプ場の沈砂池（No.2）に流入した油を一時的に貯留して
いただいた。

（別図のとおり）除害施設

岸和田市の下水ポンプ場への油の流入

（流入水量 （流入水濃度

自然災害・施設の老朽化・操作ミス・その他(

事故の発生時刻

特定事業場の名称
（工場又は事業場の名称）

岸和田○○○㈱　　○○工場

特定事業場の所在地
（工場又は事業場の所在地）

平成 ○○ 年 ○△ 月 ○△ 日　午後 3 時 00 分

岸和田市△△町△-△

○○○-△△△-□□□□

事
故
の
状
況

応急の措置を講じた
日時及びその内容

記入例 


